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 ショウジョウバエは、匂い情報と砂糖報酬や電気ショック罰とを用いた嗅覚連合記憶の神経回路メ

カニズムを、細胞レベルで解析することが可能なモデルである。この報酬記憶と罰記憶は、どちらも

キノコ体と呼ばれる神経構造体で形成され、読み出される 1-2。演者らは、長期報酬記憶の形成に必

須な、キノコ体に入力するドーパミン作動性神経を数細胞単位で同定し 3、グルタミン酸作動性神経を

介したキノコ体から同ドーパミン神経へのフィードバック制御が報酬記憶の形成に重要であること 4 を

報告した。これに引き続き、キノコ体から出力する全ての神経細胞種について、報酬記憶と罰記憶に

おける重要性を定量した（未発表）。その結果、報酬記憶と罰記憶でそれぞれ明確に異なる神経回

路が機能し、グルタミン酸作動性神経によるドーパミン神経のフィードバック制御が報酬記憶の形成

において一般的であることが示唆された。 

 
図．キノコ体から出力する神経細胞群． 

各細胞種が異なる色で標識されている． 
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どうぞ奮ってご参加ください。 
                （担当：脳病態解析分野 杉江淳 atsushi.sugie@bri.niigata-u.ac.jp 内線 2995） 
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